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血 圧 自 然発 症 ラ ット の 血 圧 に 及ぼ す エゴ マ 油 の 影 響

立 健康 ・ 栄 養 研 究 所　 辻　 悦 子

目 的 ： 高 血 圧 の 予防 や 進 行防 止を 目 的 とし て、 各 種 油 脂 が ラ ット の 血圧 に 及ぼ す 影 響 を

検 討 し 、 サ フ ラ ワ ー 油や 魚 油 の 血 圧 降 下 作 用 に つい て は 既 に 報 告し た。 今 回 はα リ ノレ ン

酸 の 多 い エ ゴ マ 油 につ き 検討 し た。

方 法 ： 実 験 に は 雄 高血 圧 自 然 発 症 ラ ッ ト（SHR ） を 用 い 、 対 照 は 市 販 粉 末 飼 料 群 とし た。

実 験1 ） 生 後25 週 齢 のSHS を 対 照 群 と 対 照 飼 料 に エ ゴ マ 油20 ％ を 添 加し た 実 験 群 とし 、 実 験

期 間 は３週 間 とし た。 実 験2 ） 生 後12 週 齢 のSHR を 対 照 群 と エ ゴ マ 油 を 添 加し た 実 験 群 と し

た。 エ ゴ マ 油 の 添 加 は10 ％ で２週 間 、15 ％ で２週 間 と し た。 い ず れ の 実 験 も 実 験 期 間 終 了 後

全 群 を 対 照 飼 料 で２週 間 飼 育し た 。 血 圧 は毎 週１回 プ レ チ ス モ 式 ラ ■j    ト 血 圧 計 で 測 定 し た。

結 果： 実 験1 ） 実 験 開 始 時 の 血 圧 は対 照 群223 士13 、 実 験 群230 ±12iiHg で ２ 群 間 に 差 は

無 か っ た。３週 後 に 対 照 群 の 血 圧 は 高レ ベ ルを 維 持し て い た が 、 実 験 群 は209 士13i ・Hg と 実

験 開 始 時 よ り 低 下 す る傾 向 で あ っ た。 実 験 飼 料 から 対 照 飼 料 に 切 替 え る と 血 圧 は 上昇 し 、

実 験 開 始 時 の レ ベ ル とな う た。 実 験2 ） 実 験 開 始 時 の 血 圧 は 対 照 群198 土IS 、 実 験 群 は206

±16iiiiHg で 群 間 の 差 は無 かう だ。 対 照 群 は４週 後 に208 ± Ｈ 、５週 後 に221 ±17iiiiH8 と 徐 々 に

上 昇 し た が、 実 験 群 で は４週 後 に196 土 □ｌ皿Hgで 実 験 開 始 時 よ り 明 ら か に 低 下 し て い た。 対

照 飼料 に 切 替 え る と５週 目 に は222 ±16iiiiiHgと 著 し く上 昇 し た 。

以 上 の 結 果 か ら 、 魚 油 の みな ら ずａ リ ノレ ン 酸 の多 い エ ゴ マ 油 で も 血圧 低 下 効 果 が 認 め

ら れ、n-3 系 脂 肪 の有 用 性 が 明 ら か で あ っ た。
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ラ ッ ト の 血 圧 上 昇 抑 制 に お よ ぼ す ギ ャ バ ロ ン 茶 分 画 液 お よ び 茶 成 分 の影 響
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事 に よ り 上 昇 す る 血 圧 も こ の ギ ャ バ ロ ン 茶 によ っ て 抑 制 さ れ 、

る 、 と い う 事 が 明 ら か と さ れ た 。　こ の ギ ャ バロ ン 茶 の 主 成 分 で

Ｂ Ａ ） が ギ ャ バロ ン 茶 に 含 ま れ る 他 の 如 何 な る 成 分 と 相 乗 的 に

ま れ た 後 、 ど の よ う な 機 構 に よ り 血 圧 上 昇 を 抑 制 す る の か 、 そ

の ま ま 残 さ れ て い る 。 今 回 は ギ ャ バ ロ ン 茶 浸 出 液 を 数 種 の 溶 媒 で

い て 血 圧 上 昇 抑 制 試 験 を 行 っ た 。 ま た ギ ャ バ ロ ン 茶 水 溶 性 成 分 と

見 が 得 ら れ た の で 報 告 す る 。

、 ブ タ ノ ー ル で 順 次 分 画 、 各 可 溶 部 分 を 除 いて 試 料 液 と し た 。 ま

液 を 活 性 炭 で 脱 色(  ギ ャ バ ロ ン 水 と 称 す ） し 、 本 液 を 用 いて 茶 水 溶

に 試 料 液 と し た 。 こ れ ら 試 料 液 を 用 い てS   H R に 給 与 、 血 圧 上 昇 抑 制

ッ ジ オテ ッ シ ッ変 換 酵 素 活 性（ Ａ Ｃ Ｅ ） へ の 影 響 を 検 討 し た 。

溶 画 分 を 除 い た区 で は 。 い ず れ の 区 に お い て も 給 与 ２ヶ 月 で 、 対 照 区 と

の 差 が 認 め ら れ た 。 ② ギ ャ バ ロ ン 水 お よ び 茶 水 溶 性 成 分（ 糖 類、 た ん ぽ

効 果 を 試 み た も の で は、 い ず れ の 区 に お い て も対 照 区 と の 間 に 有 意 の 差

特 に　Sucrose の 効 果 が 大 き か っ た。 ③ Ａ Ｃ Ｅ へ の 影 響 を 検 討 し た と こ ろ

液 お よ び そ の 成 分 に より 活 性 が 抑 制 さ れ た。
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